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	項目：
	文法（If節を使った疑問文）

	時間：
	15分以上

	材料：
	· 紙（生徒が自分で地図を描く場合のみ） 
· 地図のプリント 
· （必要に応じて）色鉛筆やマーカー


	流れ：
	１．生徒を２人以上のグループにする。

２．地元や好きな場所について、地図を配付したり、生徒に色鉛筆などで描かせたりする。グループごとに別の場所の地図を印刷して配付するのが一番簡単な方法である。

３．生徒が地図を理解したり、色を塗ったりする時間を数分間与える。その後、グループごとに前に出て自分たちの地図を紹介して、他の生徒に地図について理解させる。また、（駅、レストラン、ホテル等の）ある場所を選び、どのように行くのかを説明する。
   Ex. 
Student A: This is a map of Kyoto. There are many shrines and temples in the city. I want to go to Ginkakuji. I am at Kyoto Station. How do I get to Ginkakuji? ・・・

４．生徒が地図の紹介を終えたら、質問の時間とする。他のグループの生徒が、前で発表したグループに対して、国/県/市/区について質問する。教師は質問文の例を板書して、生徒が質問しやすくするとよい。
  Ex. 
“Can you tell me how to get to…?” “How do you get to…?” 
“If you take….you will get to...” “What is…?” 
“If you…how do you get to…?” etc…
  　　 (the train/the highway)

５．少し質問させた後で、次のグループへの質問に移る。


	その他の方法：
	難易度は場所や地図によって異なる。簡単な地図や馴染のある場所にすると簡単にできる。逆に、地図の情報を詳細にすると、難易度を上げることができる。


	留意点：
	生徒に地図をしっかり理解させておくことが必要。



